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スプリ　ンクラー利用による施肥体系

第2報　液肥の生育時期対施用割合について

藤　本　順　治・中　島　高　美

（秋田県農試）

1．ま　え　が　き

砂丘地をはじめ，辛苦が常習化している畑地帯では，

栽培の安定化と培痙増収をねらいに，潅漑施設の導入

が最近目立っている。

このような現況にかんがみ，潅漑施設の効率的利用

をはかるために，スプリンクラーによる施肥体系を確

立し，施肥の省力化を目的として，昭和45年度から

試験を実施しているが，前年度は第1報として，そ菜

第1表　　試験　区の　構成

（果菜，葉菜，根菜）に対するスプリンクラー施肥の

施用開始時期について報告したが，そ巣の生育時期に

対する施用割合について換討したのでその結果を報告

する。

2．試　験　方　法

1．供託は場：砂土（山本都八竜町浜口）現地

沖培土（秋田農試）本場

2．試験区の構成：第1表による

　　　　　 項 目
試 験 区

液　 肥　 施　 用　 割　 合 a 当 り成分量

生　 育　 前　 期 生　 育　 中　 期 生　 育　 後　 期 封 P 20 5 K 2 0

署 ‡ ……≡…；≡： ≡

5．対 照 慣 行 施 肥 区

2／ 4

1／ 4

1／ 4

む／／4

1／ 4

1／ 4

（各区 とも同一濯水量 ）

慣 行 施 肥 法 に 準 ず る

施肥時期

ナ　　 ス，沖墳土
活 着後～収健始

活着後 2 回

収 穫 中 期　5 回 収 虐 後 期　2 回
5．0 1．5 2．4

砂　 土 外　 菓 形 成 期 菓 球 形 成 期 菓 球 充 実 期 5．0 1．5 2．4
　 と

分施回数

キ ャベツ，沖蹟土
定着後 2 回 2 回 1 回 2．5 1．5 2．0

砂　 土 茎　 葉　 発　 育　 期 根 部肥 大前 期 根都肥 大後期 2．0 1．0 1．8

エソシ ソ，沖墳土 発芽揃 後2回 2 回 1 回 ク ∠′ ノダ

5．1区面積および区制：ナス　240が，単区制，

キャベツ　現地150が，2区制，本場240調】，単

区制，ニンジン′　現地150が，2区制，本場240

が，単区制

4．スプリンクラー型式：東洋スプリンクラーT6－

5　5

5．供試液肥：住友液肥2号（10－5－8）

占．液肥希釈槻：現地　アタッチ2号

木場　東田式

7．液肥希釈倍率：70～100倍液で施用し，施用後

も散水を継続するようにした。

5．試験結果および考察

1．　ナスに対する施肥

スプリンクラーによる液肥の施用開始時期は，前年

度の試験で，ナスについては，定植活着後からの施用

で初期生育が確保できることが知られたが，本試験で

の施肥の開始は，作業上の関係から定植後18日とな

って，施肥時期が多少遅れた。

初期生育は第2表にみられるように，スプリンクラ

ー施肥は，生育のスタートが若干遅れたこともあって，

慣行施肥区よりやや劣る慎向を示している。
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第2表　ナス，開花始めおよび初期生育

開花始
7　月 1 2　日　の 8月22日の

茎長l姦長‾‾「豪幅 分枝数 茎　長 茎　太
試　験　区

i∵

2．

期主体施用区

2・　　　匡育中期主体施用区

5．対　照　　　横　行　施　肥　区

月　 日 （7〝 ∠7円 （コⅥ 本 のⅥ c m

ム 2 9

5 0

2 7

5 5 ．2

5 5 ．5

5 8 ．5

1 9 ．2

1 9 ．0

1 9 ．9

1 0．5

9 ．7

1 1．0

4 ．2

4 ．0

4 ．1

1 1 8

1 1 9

1 1 4

1．7

1．8

1．7

注．定植期：5月5D日　　供試品種：長交千両

しかし，7月末からの生育では，スブリンクラニ施　　の生育中期主体施用区が初期から後期の各収穫時期を

肥区は，いずれの区も慣行施肥区よりまさっており，　　通じて，慣行施肥区より増収しているが，スブリンク

収穫の盛期から後期にかけての樹勢は，スプリンクラー　　ラー施肥の生育前期主体施用区は，収健盛期の施肥禰

施肥の生育中期主体施用区が最もまさった。　　　　　給にやや不足をきたし，中期収量は慣行施肥区よりも

着果収量は，第5表のように，スプリンクラー施肥　　若干下回った。

第5表　ナス，時期別収量調査

初期収量（等 15）中期収畳豊 ・15）後期収量麹項　目

試験　区

総　収　量

個 数 （個 ）
比

個 数 （個 ）
比

個 数（個 ）
比

個 数 （個 ）

重 畳 （晦 ） 重 量 （軸 ） 重 量（晦 ） 重 量 （Kダ）

‡2 4 0 ′′ 見る8 5 痴
5，4 0 4 多 2 2．5 2 9

2 5 2．7 8 1 0 5

1 0 9

1 0 0

5 2 5．8 0 9 8

1 0 5

1 0 0

1 5 （～．1 0 1 1 2

1 1 7

1 0 0

7 1 2．°8

て2 5 5 乳7 9 0 5．5 1 5 2 2，5 5 8

2 4 0．7 7 5 5 9．8 0 1 d 1．5 0 7 4 1．8 7

6．9 9 ° 9．9 2 9 4，9 0 7 2 1，8 5 2

2 2 0．9 0 5 5 0．2 8 1 5 8．5 0 8 8 9．4 d

比

：．蒜ブリンク電

前期主体施用区

中期主体施用区

5．対　照　　　慣　行　施　肥　区

給収量では，スプリンクラー施肥の生育中期主体施

用区が，慣行施肥区に比べて8多高く，生育前期主体

施用区でも4痴上回った。

以上の結果から，ナスに対するスプリンクラー施肥

の生育時期からみた施用割合としては，活着後の生育

初期よりも養分吸収量の最も盛んな収穫盛期に肥勅を

高める施肥が増収効果が高く，また早期の収量増加は

第4表　キャベツ，初期生育および結球始め調査

収益性に結びつくので，初期生育の促進をはかること

が重要と患われる。

2．　キャベツに対する施肥

現地の秒土と本場の沖培土で試験を実施した。スプ

リンクラー施肥は，土性の相違する二つの供試ほ場で

肥効を異にする結果が得られた。

砂土においては，第4表に示すように，定植20日

　　　　 項　 目

試 験 区

砂　　　　　 土 沖　　　 積　　　 土

定植 後 2 0 日の
結球始 め

定植 後 5 8 日の
結球始 め

草　　 丈 菓　　 数 草　 丈 菓　 数

三二品ブリンク完 農 芸 芸…芸芸芸芸 （7乃 枚 月　 日 e7符 枚 月　 日
1 7 7．8 7． 1 0 4 1 1 8．5 8． 2 4

1 7 7．4 1 2 5 8 1 7．0 2 7

5．対　 照　　　 慣　 行　 施　 肥　 は 1 2 占．2 1 4 4 2 1 9．2 2 5

注．定植期：砂土　5月7日，　　沖積土　7月14日

供試品種：砂土　長交夏蒔理想，沖培土　長交晩抽理想
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後の生育ですでに試験区によって生育蓋が認められ，　第5表の収穫調査成績のように，収穫期も慣行施肥区

スプリンクラー施肥区はいずれも慣行施肥区より初期　より生育前期主体施用区で5日，生育中期主体施用区

生育が促進したため，結球期も2～4日早まっており，　で2日早い。

第5表　キャベツ，収穫調査
1）砂土成績（20．5が当り）

　　　　　 項　 目
試 験 区 収　 穫 期 収　　 量 収 量 比 平均球重

株　 別　 比　 率

収穫株 不結球 株 腐　 敗　 株

1‘スプリン瑠 ……芸…≡≡芸 ≡

2．施

月　 日 KP 痴 F 疹 ヰ 痴
8．　 7 5 9．D d 1 2 5 1 1 5 8 8 5．0 1．7 1 5．5

1 0 5 2．9 4 1 1 0 t l O 5 8 0．0 5．5 1 6．7

5．対　 照　　　 慣　 行　 施　 肥　 区 1 2 4 8．0 2 10 0 9 8 0 8 1．7 0．0 1 8．5

2）沖培土成績（20．5盈且当り）

　　　　　 項　 目

試 験 区
収 櫻 期 収　　 量 収 量 比 平均 球重

扶　 別　 比　 率

収穫 株 不結 球 株 欠株，そ の他

1－品ブリンク完 ∈ … ≡ ： …≡ ≡ ： ≡

2．

月　 日 Kダ 多 グ 尋 多 喀
1 0．　 d 1 0 0．2 4 9 9 1 7 9 0 9 5．5 5．5 2．5

1 1

1

9 5．7 8 9 5 1，7 0 5 9 1．8 5．5 5．0

5．対　 照　　　 慣　 行　 施　 肥　 区 1 0 D．8 0 1 0 0 1 8 0 0 9 5．5 5．5 5．5

収量も，初期生育からまさったスプリソクラー施肥

区が高く，とくに外葉形成期の生育前期に施肥割合を

高めた生育前期主体施用区の生育が最も旺盛で，生育

促進効果が大きく，慣行施肥区より25舘の増収とな

り，生育中期主体施用区でも10感の増収となった。

なお，収量差が大きく開いたのは，収穫期が高温時

期のため，収穫期が遅れた慣行施肥は，菓球が小さい

こともあるが腐敗株がやや多かったことによるもので

ある。

つぎに，沖濱土では，定植後25日ころまでの生育

では区による蓋はほとんど認められなかったが，第4

表に示すように，結球始めころからはスプリソクラー

施肥区の生育が慣行施肥区より遅れ気味となり，結球

始めは，生育前期主体施用区で1日，生育中期主体施

用区では4日の遅れとなった。

その後の生育も，スプリソクラー施肥区は慣行施肥

区に比べてやや緩慢で，生育中期から施肥割合を高め

た生育中期主体施用区においても初期生育の遅れはぽ

ん回できず，第5表の収穫調査成鏡に示すようにスプ

リンクラー施肥はいずれの区も収倭細が遅延し，とく

に生育中期主体施用区で遅れが大きい。

収量では，スプリンクラー施肥の生育前期主体施用

区が慣行施肥区より収穫期が5日遅れたが，収量はほ

ぼ同程度となった。

しかし生育中期主体施用区では減収した。

以上の結果から，砂土ではスプリンクラーの施肥効

果がきわめて高く，とくにキャベツの外菓形成を促す

生育前期主体施用区がまさっている。

沖肴土では，肥料の根群への供給が劣るためか，ス

プリンクラー施肥区は慣行施肥区より生育遅延を示す

ので，本試験より一層，生育前期に主体をおいた施肥

法について検討を要するものと考えられる。

5．ニンジンに対する施肥

砂土・沖梗土のいずれの試験は場においてもスプリ

ンクラーによる施肥効果は慣行施肥区より明らかにま

さった。

第8表に，初期生育を示したが，スプリンクラー施

肥は，砂土において，生育前期に施肥割合の少ない生

育中期主体施用区で債行施肥区より劣ったが，両ほ場

とも生育前期主体施用区のスプリソクラー施肥で，初

期生育が最も促進した。
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第d表　ニンジン，初期生育調査

砂土 8 月 2 8 日の生育

豆 丈 菓 数 板 長 板 径 板 重 草 丈 葉 数 板 長 根 径

∽ 枚 C7乃 （7乃

1．5

　 7

5 7

cm 枚 m （コ乃

5 1 8 ．1 1 9 4 2 占．8 1 1．4 1．7

2 7 5．0 1 8 1．1 5 9 4 0 占．7 1 0．7 1．7

2 9 5．0 1 7 1．4 4 4 4 0 8．5 1 1．5 1．8

注・播種期：砂土7月1日，沖積土7月2日

供試品種：砂土，沖培土ともY S五寸

なお，秒土は沖濱土に比べて初期の地上部の発育豊　　　根部収量は，第7表のように，両ほ場とも初期生育

は少ないが，地下部の板重では高くなっており，砂土　　のまさった区ほど高く，初期生育の差が上物収量に明

においてはスプリンクラー施肥の生育前期の施肥皇が　　らかに現われている。

根重に影響するところが大きいようである。

第7衰　ニンジン，収穫調査

1）砂土成横（18．0が当り）

　　　　 項 目

試 験 区

上　 物　 （大 ）
働 Jう

根 重

合 計

根 重

品 質 別 枚 数 比 率 （痴 ）

平 均

根 重
板 重 同 左 比 上 物 下 物 裂 板 岐 根 そ の他

／
ダ Kグ 多 K ダ 晦 痴 多 痴 帝 喀

2．宗 リンク完 筐 … … ≡ … … ≡ ： …1． 5 1 2 4 9．9 2 1 1 1 8．1 5 5 8．0 5 8 0．2 1 7．7 2．5 2．5 1 7．5

2 8 7 4 2．4 8 9 5 9．9 1 5 2．5 9 5 5，5 2 0．d 0．0 1．1 2 5．0

5，対　 照　　　 慣　 行　 施　 肥　 区 2 9 1 4 4．8 1 1 0 0 占．1 5 5 0．9 7 5 8．0 1 5．2 5．5 5．4 2 1．9

2）沖培土成績（18．0が当り）

　　　　 項 目

試 験 区

上　 物　 （大）
下物¢」う

牧 童

合 計

根 重

品 質 別 枚 数 比 率 （労）

平 均

根 重
棍 重 l司左比 上 物 下 物 裂 板 岐 根 そ の他

1・宗 リンクラー 戸 育 前 期主 体 施 用 区

2． 肥 長 音 中期 主 体 施用 区

5．対 照 慣 行 施 肥 医

夢 晦 痴 Kg 鞄 痴
′

多 ′′ 多

2 4 9

2 2 7

2 5 5

4 2．8 5

5 9．2 7

5 9．2 5

1 0 9

1 0 0

1 0 0

2．4 4

4．d d

4．5 9

4 5．2 7

4 5．9 5

4 5．8 5

8 8．0

6 2．0

8 5．0

8．7

1 7．8

1 5．9

1 1．1

9．5

8．2

4．8

5．5

5．9

7．4

7．8

5．0
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スプリンクラー施肥の生育前期主体施用区が収量が

歳も高く，砂土および沖埴土で慣行施肥に比べ，それ

ぞれ11啓，9痴上物収量で上回った。

以上のことから，ニンジンに対するスプリンクラー

施肥は，発芽摘後から根部肥大始めころまでの生育前

期に施肥割合を多くすることにより，初期生育が促進

され，板の伸長がよく，その後の肥効も高まって根部

の肥大も良好になるものと考えられる。

4．む　　す　　び

濯漑施設の効率的利用による施肥の省力化をねらい

に，そ東に対するスプリンクラーによる施肥の生育時

期対施用割合について検討した。その結果，第1図の

ように砂土においては，供試したキャベツ，ニンジン

（短棍）に対するスプリンクラーの施肥効果はきわめ

て高く，生育前期に施肥割合を高めた施肥区が生育の

促進がみられ，増収効果が大きい。

沖積土では，スプリンクラー施肥は，肥料の根群へ

の供給が劣るためか，ナスでは初期生育が慣行施肥よ

りやや劣り，早期収量に若干影響するようにみられ，

キャベツでは生育の遅延がみられたことから，とくに

初期生育の促進が必要である。

ニンジンには砂土とはぼ同様な肥勅を示し，生育前

期主体施用が生育が早まり，収量もまさった。

砂丘地では，スプリンクラー施肥効果が顕著で，施

肥労力の節減も可能なことから普及性が高いと考えら

れる。
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第1図　スプリンクラー施肥の作物別肥効


